
































































































































ある一八九三年のものも閲覧することが きる。先に述べたように、服飾文化に関する資料を幅広く収蔵し、これを常設展示している施設とし は、神戸ファッション美術館は圏内でもほぼ唯一と言えるが、ここには一般の来館者に加え 、年間












特にそれ 公立である場合、収蔵している作品や を広く市民に公開するという役割も課せられている。実は、この公開するという役割は、作品の保存や保護の観点からはあまり好ましくない。収蔵庫 作品を安置して管理す のと較べると、展示することは、はるかに作品の劣化や損傷などを招くことにもつながる。その展示するという役割を、衣装の美術館もまた担っ であるが、衣装やテキスタイル のは素材 性質からみても、扱 は極めてデリケートで り、十分な注意が必要とされる。衣装のほ んどは、絹や麻、木綿などの天然繊維でできて る 中でも、絹は経年劣化による傷みが出やすく 古いものであればただ破れるということだけで く裂け ということも起こりうる。そうなると修復も非常 困難 なる。そうしたこ もあり衣装の展示には細心の注意が必要となるが、そのために衣装の生地や縫製箇所に可能な限り負荷をかけ いよう、
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装を、それらがもともと着装され いたままの状況を疑似的に再現展示すると うことは、あり得ない。作品保護 ためには、あくまでも衣装は静的に展示するしかない いう考えが払拭されるこ まずないだろう。
そのことにより決定的に失われているものはなにか。それは、衣装が
身体とともにあり、それぞれの衣装を生みだした環境 中にあるといぅ、われわれが日常的に目にして る当たり前の有り様である。展示室には、数十点、時には数百点の衣装が展示されていながら その空聞はたったの一体も生身の身体が存在しない。そんな極めていびつ 空間に長らく関わりながら 私自 そのこと 違和感を持ったこともほとんどなかった。ただ、衣装とはなにか、また着衣とはどの うな行為か、と考えを進めていくうち 、自らが自明視していた展示の空聞に次第に違和感を覚












全体をなして知覚されている。ところが、衣装の美術館の展示に目を向けた時、そこには衣装だけが、もともとそれをまとっていた身体か 切り離され、代わり を象った動かぬ人台に支えられて陳列されているのである。この事実からあらため 考えれば、 もそも衣装を展示する美術館というのは を本来の衣装 して展示することは、まったく不可能なのである。
これは、他の作品や資料を展示する美術館や博物館と比べても、かな




















設」とし の博物館の建設を目指 の ある。このサウス・ケンジントン博物館が開館したのはま 、それまで「芸術」と「技術」というそれぞれの意味を包摂して使われていた皇という言葉 か、よりハイ・ア
l























































前述したように、美術館の収蔵品である衣装は、保存という目的のもと、それに実際に袖を通したり、こすり合わせた 、鹿くように動かしたりはできない。ダメージを避ける めに 温湿度管理の行き届 た収
蔵庫で保存され、展示する際 は極力ストレスをかけないように細心注意を払って展示さ る そこに運動をす 身体的要素が入り込む余地
エントウィスルらの指摘にも一理ある。展示


















クリノリン・ タイルのイヴニング・ドレスしかり、あるいは極めて繊細なダツカ・モスリンで出来た、着用する者にはか 周到 身体動作
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Consideration of the Body in the Costume Museum 
MOMOToru 
The Kobe fashion museum is the only public museum in Japan that has exhibited the historical costumes 
of the West and the national costumes of many parts of the world. The museums where costumes are exhibited 
like the Kobe fashion museum are in a lot of cities including Paris, London, and New York. These costume 
museums has the role of preserving delicate material of costumes and passing on to future generations and the 
role of exhibiting them and .opening it to the public. In the costume museum, it is general to exhibit costumes 
' by using the mannequin so as not to damage material as much as possible. However, it is greatly different from 
the exhibition of costumes by an appearance costumes original. The exhibition of static costumes that use such a 
mannequin is greatly different from what should be of costumes that we experience in daily life. The exhibition 
in the costume museum has excluded the body and the physical movement from displaying costumes. I think 
that I should consider what influence the lack of the body in the exhibition of the costume museum exerts on the 
visitor. 
Recently, only the design on the surface of costumes is attached to importance, and the symbolization is 
advanced more and more. Accordingly, when thinking about the relation between the costume and the person, 
the body is very an important factor. Furthermore, it is necessary to think about the role of the costume museum 
again. 
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